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2015～2016メネット事業主任 遠藤典子（大阪泉北）

主題 メンと共に メネットはワイズの応援団

メネットの皆様も他のメネットの皆様に声掛けをしていただきまして、楽し

く明るい例会づくりに協力してまいりましょう。是非、参加を呼びかけてくだ

さい。

９月からの活動報告をさせていただきます。各クラブ訪問は記載しておりま

せん。

六甲部メネットアワー  ９月５日(土) ホテル北野プラザ六甲荘にて

大野勉ワイズ、安行暁子メネットの活動報告と山崎知行先生（和歌山で診療所

を開業）の「福島原発事故の健康相談に関わって」の講演をお聞きしました。

福田素子メネット主査のご挨拶のあと、今期のメネット事業についての説明

がされました。

大野勉ワイズは、東日本大震災の被災地に行かれた時の写真で、リーダーの活

動の様子や、また宮古市太郎地区では、支援活動はだいぶ進んでいるけれど、大

工さんがいなくて、家がどのくらいすれば建つのか、めどか着かない状況、そし

て絆があるから繋がるのではなく、繋がる心があるから絆は生まれるとお話し

してくださいました。

神戸の震災経験のある安行睦子メネットは、被災地を訪れた際、同じ４年半と

いう時間でも、神戸の震災と東北の震災では大きな違いがある事、４年半たった

今でも、目の前に何もない事の驚き、又被災地のある保育園では、震災前からお

昼寝の後、お散歩が避難訓練だったので、その訓練のお陰で、皆さん命が助かっ

た事等お話ししてくださいました。

山崎先生はたくさんの資料を基に、東北の被災地の放射線数値、人体に及ぼす

影響を説明され、日本の政府は放射能数値が十分に下がっていない状態の場所

に、避難解除を出して帰らせるのは問題があること話されておられました。

                         

(福田素子メネット事業主査)   (大野勉ワイズ)    (安行暁子メネット)  



阪和部メネットの集い ９月１２日（土）奈良商工会議所にて

林夏代メネット主査から今日のテーマは「メネット事業主任を囲んで」との説

明とご挨拶があり、引き続き今期のメネット事業の内容について説明がされま

した。続いて遠藤理事、林部長、メネット事業主任の挨拶あと、主任より事業方

針、事業計画の活動報告がありました。

遠藤理事の「こんな体験しました」というテーマで、６回程被災地を訪ねた折

の写真を見ながら、各地の津波の高さ、放射能の数値、被災地によってかなり復

興の進み方が、違う事などのお話しを聞きしました。メネットの集いでしたがメ

ンの参加も多く、奈良クラブのメネットの皆様が用意してくださった、きんちゃ

く作りを参加者全員で楽しみました。

（お土産のきんちゃく作り）

中西部合同メネット会９月１９日（土）ホテルグランビィア大阪にて

入江政江メネット主査よりご挨拶があり、今期のメネット事業についての説

明がありました。奥田部長が仙台青葉城クラブの清水弘一ワイズのお話しをお

聞きし、もう一度、被災地への今後の支援のあり方を見直しましょうとお話しさ

れました。清水さんのお話しは、YMCA と協力して、大震災以後４年半の活動

を写真にて説明いただき、今の被災地の現状と、これからの課題という内容でし

た。津波被害の広さ、復興の状況、仮設住宅の現状、今、風化が懸念されること、

来年で 5 年を迎えて、復興事業は終わったと思われる不安、そうなるかも知れ

ないことの心配、またオリンピックなどで被災地が取り残されて孤立化するこ

と等。まだまだ被災地は地域により復興に差があること。仮設住宅でも力のある

人は自立していき、そうでない人は取り残される。被災地では 3 度目の危機に

直面している。1回目 3.11の日、2回目は避難所を解散したとき、3回目は 5年

目で復興終了の議案が出る。これからも支援がまだまだ必要ですので宜しくお

願いしますと話されておりました。



(仙台青葉城クラブの清水弘一ワイズ)        (入江政江メネット主査)
瀬戸山陰メネット事業研修会９月１９日（土）イーグレひめじにて

八杉光春メネット主査よりご挨拶、来賓紹介の後メネット事業主任より今期

のメネット事業の事業方針、事業計画の説明がありました。

講師の仙台 YMCA 主事の黒田敦様より東日本大震災の YMCA 支援活動と今

後の課題と言うテーマでお話しをお聞きしました。黒田様は姫路 YMCAで活躍

された後、和歌山 YMCAでも活躍されておられ、2011年に仙台 YMCAに、支

援とサポートに行って欲しいと言われて行かれたそうです。

被災地では子供のプール、サッカー等の支援活動をして一時関西に帰られま

したが、又東北の支援に行かれ、今に至っておられます。被災地の子供達には心

のケアがとても大切で、不登校の子供が増えてきている。同じ地域の仮設に入居

する子共達は不登校になりにくいけれど、離れた地域の仮設に入居してしまう

と不登校になってしまうことが多い。子供達は目に見えない恐怖で心にストレ

スを感じています。特に低学年で被災した子供達は不登校が多い。どれだけ被災

地の方々に寄り添って活動できるかが課題ですと話されておられました。

クラブの活動報告では姫路グローバルクラブの英 和夫ワイズより、DBC を

結んでいる仙台青葉城クラブの方々との、震災以後に支援活動された報告があ

り、イチゴ農園での瓦礫の撤去作業、土の入替など、被災された方々の立ち上が

ろうとするのを支援することが一番、また現場に行かないと分からないことが

沢山あって、友達として一緒に食事をしたりお酒を飲む事も、凄く大切な事です

という発表がありました。



岡山クラブの長寿 和子様は、自クラブにメネット会はありませんが、9 月例

会にはメネット例会を開催しました。日頃メンを支えてくださっているメネッ

トに感謝する気持ちで、バルーンパフォーマンス風船を使って色々な物を作っ

てもらいました。バルーンファンドを作って東日本大震災の支援に協力したい

と思っていますというご報告がございました。

（瀬戸山陰部の皆さんと）（瀬戸山陰部メネット事業研修会）（八杉光春メネット主査）

中部合同メネット会９月２６日（土）名古屋市公館にて

松原好伽メネット事業主査が出席出来ないため、服部 一雄ワイズが事業方針

を代読され、名古屋グランパスクラブの活動報告で、被災地訪問を 3 回してお

られ、食べて応援しようという事をスローガンにしておられるというご報告が

ございました。

講演では、震災原発事故によ

る県外避難者自主グループ「め

ぐりあいの会」副代表の高橋貴

子様のお話をお聞きしました。

高橋様は相馬市の総合病院で、

事務の仕事をされていました。

３月１１日当日、震災で怪我を

された方々がとぎれることなく

病院に運ばれてきて、瞬くうち

に病院が、野戦病院の様になり、

患者さんがいっぱいになったそ

うです。３月１４日に 1 回目の水素爆発、また 2 回目水素爆発があり、その病

院を避難しなければならなかった。その避難も患者さんを置いての避難でした。

そしてその避難する決断も自分たちで決めなければならなかった辛さ、そして

思い悩んで避難したこと。行った避難場所の放射線数値が、南相馬市より高かっ

たこと、情報のない事に腹が立ったそうです。

そんな時に名古屋への避難のお話しがあって、家族で相談する中、みんなが反



対したけれど、貴子さんだけが避難に賛成し、4年前に名古屋に避難してきたと

いうことでした。来年には、南相馬市にお帰りになる事をお決めになっていまし

たが、不安でいっぱいだそうです。

びわこ部メネットアワー １０月１０日 （土）休暇村 近江八幡にて

びわこ部メネットアワーは、酒井英男メネット事業主査の司会で始まりまし

た。窓越しに美しい琵琶湖を見ながら、座敷の会場で純和風な感じで大変落ち着

く雰囲気でした。

びわこ部部長の坂井様よりご挨拶があり、この度朗報があり、２ヶ月前に近江

八幡クラブのＯＢの方の蔵より、メネット会の旗が出てきたので、この機会に旗

を活用してメネット会を盛り上げていきたいとお話しされました。

メネット事業主任の事業方針、また事業計画の説明の後、遠藤理事が「私たち

にできること」東日本大震災、被災地を訪ねてと題して、理事が訪れた時の写真

を見ました。４年経った現地の状況を見ながら、被災地の支援に訪れる方々のお

世話をされている、北東部の 4 つのワイズメンズクラブの活動の様子、高台の

仮設住宅に住んでいる高齢者の方々は買い物に不自由であること、自治会を運

営する資金がない、忘れられてしまうのではないか、と言う不安あることなどを

報告され、だんだん被災地にきてくださる人が少なくなっているので、仮設住宅

の方々は来て欲しいとおっしゃっていたことを話されました。

（坂井繁びわこ部部長・右横メネット旗）  （メネットアワー参加者）

九州部メネットアワー１０月１７日（土）阿蘇プラザにて

阿蘇の大草原大自然に囲まれてメネット会は行われました。阿蘇山は噴火活

動で噴煙が上がっており、こんな阿蘇を見たこと無いと思うほどでした。

メネット会は大澤玲子メネット事業主査より、開会のご挨拶があり、今期の九

州部メネット事業主査の主題“ファミリーでワイズライフを楽しみましょう”ワ
イズを大きく育てるのは例会、イベントの参加に、メンの方々がメネットを一緒

に参加させること。それが結果的にコメットも参加し、ワイズの活動が活発にな



るとお話されました。

メネット事業主任より、今期の事業方針、事業計画の説明があり、続いて遠藤

理事の卓話がありました。震災から 4 年経った被災地の状況を、写真を見なが

らお話しされました。震災の時、海上保安庁の巡視船は、波に向かって 4回ほど

バウンドしたそうです。私たちは、仙台から南相馬市を通って原発まで北東部の

クラブの方々に案内していただきました。放射能の数値は高く、すぐにパトカー

が来て移動してくださいと注意されます。そんな大変な生活をされてる北東部

のクラブの方々が、石巻市に新しいワイズメンズクラブを作ろうとしておられ

ます。又、盛岡クラブも宮古に新しいワイズメンズクラブを作ろうとされておら

れます。福島では子供達の帰宅をさせていこうということですが、福島の放射線

の数値は、まだまだ高い数値です。それでも政府は子供達の帰宅をさせようとし

ています。以上の様なお話をされました。

現地では、不安ばかりが続いております。その様な中で、私たちは被災者の

方々にどのように寄り添って行くことが出来るのでしょう。

続いて、九州部の各クラブ活動報告が下記の順にありました。

福岡クラブ、熊本ジェーンズ、八代クラブ、熊本東クラブ、阿蘇クラブ、熊本西

クラブ、熊本スピリット

（大澤玲子メネット事業主査）     （メネットアワー参加者）

西中国部メネットアワー１１月１４日（土）コンフォレスト湯来にて

西中国部メネットアワーは、佐々木集子メネット事業主査の開会の挨拶で始

まり、メネット事業主任より今期事業方針、事業計画の説明をさせていただきま

した。講演は、広島での避難者の会「アスチカ」の佐々木紀子様より、原発事故

の体験、広島での避難の状況をお聞きしました。「アスチカ」とは「明日へすす

む力」の意味で、避難者の会には、0才から 80才と年齢に幅があり、入会・退

会の方が常におられ、会員数は流動的ですが、現在の会員数は 120 世帯前後、

約 340人をキープしているそうです。



避難者が直面している問題は「住居支援」が 1 年半後で打ち切りとなること

が決まっている事だそうです。

避難元に帰るべきか？このままずっと広島で暮らすことを決めた避難者もい

る一方、「帰る・帰らない」を決めかねている人もいるそうです。そのような中

現在、県外避難者への支援は縮小傾向にあり、これからどう生きていくかという

決断を、迫られるケースも増えてくることが予想されると、不安そうに話されて

おられました。

（司会 佐々木集子メネット事業主査）      （アスチカバナー）

九州部にて    9 月 7日（月）熊本地区メネット交流会 熊本テルサにて

熊本ジェーンズ立野泰博ワイズの「東日本大震災、その後の

復興と現状」のお話をお聞きしました。

（大澤玲子メネット事業主査） （交流会参加者）（熊本ジェーンズ立野泰博ワイズ）

各メネットアワー・集い・研修会に於きまして沢山の気づきがありました。

第１９回西日本区大会メネットアワーにて各事業主査様よりご報告をいただき

ます。各部でのご活動をメネットの皆様、ご一緒に共有いたしましょう。

第１９回西日本区大会メネットアワー開催のご案内

日時 ２０１６年６月２５日（土）１０:３０～１２:００（予定）

場所 大阪ビジネスパーク（OBP）ツイン２１MID タワー ２０回会議室

会費 ２０００円（お弁当代含む）



最寄りの駅 ＪＲ環状線・東西線「京橋駅」、京阪本線「京橋駅」、地下鉄「大阪

ビジネスパーク駅」

平成２８年２月１０日現在の支援金一覧表です。皆様のご支援感謝

申し上げます


